
Ⅴ 
計画の推進



計画の推進
計画の体系、財政収支との整合１

　この計画では、本書に掲載している「基本構想」と「基本計画」のほか、「基本計画」に掲げている
各施策を推進する具体的な事業をまとめた「実施計画」を別に策定しています。
　「実施計画」は、町の財政状況を踏まえて計画的に事業を推進できるよう、3年間を単位として策定
します。また、社会経済情勢の変化や町民ニーズに柔軟に対応できるよう、ローリング方式で計画内容
を毎年見直し、事業の実施状況と予算の管理を行うことで実効性の高い計画とします。

PDCAサイクルに基づく計画の効果的な推進２
　この計画に掲げた施策の目的を、限られた財源と計画期間の中で実現するためには、施策の効果と効
率性などを検証しながら取り組んでいくことが必要です。
　そのために、PDCAサイクルによる進行管理を行います。PDCAサイクルは、目的実現のために立て
られた総合計画（Plan）に基づいて施策を進め（Do）、設定した目標指標の達成度などを客観的に評
価（Check）し、必要に応じて推進方法や優先順位を見直し、次の展開に反映（Action）していくこ
とです。

PDCAサイクル  

P（Plan:計画）

施策の決定・事業化 予算編成

A（Action:改善）

計画や事業の見直し

D（Do:実行）

事業の実施

C（Check:点検・評価）

事業の点検・評価
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協働を基本とした推進体制の確立３
　この計画は、町が主体となって進めるもの以外に、町民や各種団体、民間事業者などが主体となるも
の、各主体が相互に協力して進めるものなど、様々な主体による取組で構成しています。
　したがって、この計画を進めていくためには、本町に関わる様々な主体と町がこの計画を共有し、
対等な立場で互いに意見を交わし協力し合えるパートナーシップ、協働を基本とした推進体制が必要
です。

評価を踏まえた計画の推進管理４
　計画を推進するため、目標指標の検証や行政評価、町民の満足度の把握など、多面的な評価を実施し、
計画の推進管理を行います。

●評価の実施
　この計画の推進管理については、施策や事業の実施状況のほか、目標指標の達成状況を検証します。　　
また、外部評価を取り入れた行政評価により計画の推進に努めます。

●町民の満足度の把握
　施策の効果が町民の生活に反映されているかを把握するため、町民の生活満足度や意識の動向などを
把握する町民意識調査（アンケート）を行います。また、目標指標の中には、町民の満足度を設定して
いるものもあり、指標としての的確性を判断する検証も行うこととします。

●基本計画の見直し
　「基本計画」については、策定時からの社会経済情勢の変化などに対応するため、計画期間の中間年
である2025（令和７）年度に、まちづくり町民アンケートの実施や新たな総合計画審議会での審議な
どを経て、基本計画などの必要な見直しを行いました。
　また、今後、抜本的な制度改正や国の政策の動向などにより、この計画に大きな変更が必要になる場
合は、計画の見直しを検討します。
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